
　
流
体
の
制
御
に
欠
か
せ
な
い
バ
ル
ブ
。
目
に
見
え
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
機
能
や
重
要
性
に
対
す
る
認
知
度
は
高
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
水
道

な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
電
力
石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト
、建
築
設
備
、船
舶
な
ど
、
産

業
や
生
活
の
幅
広
い
分
野
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
近
年
、
バ
ル
ブ
市
場
は

新
興
国
の
台
頭
に
よ
り
競
争
が
激
化
し
て
お
り
、
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
で
は
海
外
展
開

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
競
争
力
の
強
化
や
人
材
の
確
保
、
環
境
対
応
な
ど
に

業
界
全
体
で
取
り
組
み
、
日
本
の
高
い
技
術
力
で
シ
ェ
ア
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

生
産
復
調
、
輸
出
も
メ
ー
カ
ー
、
海
外
展
開
が
課
題

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ば
る
ち
ゃ
ん
」

認
知
度
向
上
が
カ
ギ

ぬいぐるみ・コンテストでＰＲ

　
日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
は
バ
ル
ブ

産
業
の
社
会
一
般
へ
の
認
知
を
広

め
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
を

展
開
し
て
い
る
。
工
業
用
の
バ
ル

ブ
は
用
途
ユ
ー
ザ
ー
が
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
一
つ
の
展
示
会
で
は

カ
バ
ー
し
き
れ
な

い
が
、
東
京
、
大

阪
、
名
古
屋
な
ど

各
地
で
複
数
の
展

示
会
に
出
展
を
計

画
し
て
い
る
。

　
一
般
向
け
に

は
、
バ
ル
ブ
が
よ

り
身
近
な
も
の
に

な
る
よ
う
、
２
０

１
０
年
に
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
ば
る
ち
ゃ
ん
」
を
誕
生
さ

せ
、
グ
ッ
ズ
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
会
員
企
業
向
け
に
販
売

し
て
い
た
ば
る
ち
ゃ
ん
の
ぬ
い
ぐ

る
み
を
、
一
般
に
も
販
売
を
開
始

し
た
。
価
格
は
１
８
０
０
円
、
送

料
４
５
０
円
。
申
し
込
み
は
同
工

業
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

。

　
ま
た
、
生
活
の
中
の
バ
ル
ブ
を

テ
ー
マ
に
写
真
と
川
柳
で
表
現
し

た
作
品
を
募
集
す
る
「
バ
ル
ブ
フ

ォ
ト
五
七
五
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
昨

年
初
め
て
開
催
。
今
年
も
秋
に
募

集
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

　
同
工
業
会
は
２
０
１
４
年
３
月

日
に

周
年
を
迎
え
、
一
般
社

団
法
人
化
が
決
ま
っ
て
い
る
。

バルブ産業流体制御の要
バルブの生産額および輸出入額の推移 ２０１１年度需要部門別生産額比率
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（日本バルブ工業会資料より）

　
バ
ル
ブ
は
配
管
と
接
続

し
、
液
体
や
気
体
を
流
す
、

止
め
る
、
逆
流
を
防
止
す

る
、
量
を
調
整
す
る
な
ど
の

働
き
を
担
う
。
日
常
生
活
で

は
給
湯
や
水
道
、
ガ
ス
管
、

自
動
車
、
産
業
設
備
で
は
タ

ン
ク
や
ボ
ン
ベ
な
ど
で
活
躍

し
、
流
体
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
設
備
や
製
品
で
品
質
管
理

の
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
。

液
体
か
気
体
か
、
可
燃
性
か

毒
性
か
な
ど
の
流
体
の
性
質

に
よ
っ
て
、
材
料
が
金
属
か

非
金
属
か
、
ま
た
圧
力
や
温

度
の
違
い
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
構
造
の
も
の
が
存
在
す

る
。
現
在
の
技
術
水
準
で
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
バ
ル
ブ

や
シ
ス
テ
ム
全
体
を
遠
隔
管

理
で
き
、
災
害
時
な
ど
に
は

緊
急
作
動
バ
ル
ブ
に
よ
っ
て

安
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
。

　
日
本
バ
ル
ブ
工
業
会
に
よ

る
と
、
２
０
１
１
年
の
生
産

額
は
前
年
比
１
・
３
％
増
の

３
９
７
５
億
円
に
回
復
。
２

年
連
続
で
増
加
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
や
長
引
く
円

高
、
欧
州
の
債
務
危
機
な
ど

に
よ
る
経
済
の
停
滞
に
伴

い
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

前
の
水
準
に
は
回
復
し
て
い

な
い
。

　
輸
出
額
を
見
る
と
、

年

に
落
ち
込
ん
で
以
降
、
２
年

連
続
の
増
加
で
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。

年
は
同
７
・

９
％
増
の
４
２
４
１
億
円
と

な
り
、
過
去

年
間
で
最
高

額
だ
っ
た

年
の
４
０
０
９

億
円
を
上
回
っ
た
。
輸
入
額

も
同

・
１
％
増
の
１
７
３

９
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

年
度
需
要
部
門
別
の
生

産
額
比
率
を
見
る
と
、
建
築

設
備
用
が

・
０
％
を
占
め

て
い
る
。
次
い
で
水
道
用
が

・
０
％
、
船
舶
用
が
同
８

・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
他
、
電
力
、
一
般
化
学
、

半
導
体
、
ガ
ス
、
石
油
化

学
、
機
械
金
属
と
続
く
。

　
日
系
企
業
の
海
外
生
産
シ

フ
ト
や
新
興
国
市
場
の
拡
大

に
伴
い
、
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー

は
海
外
展
開
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
船
舶
分
野
で

は
安
価
な
中
国
・
韓
国
の
製

品
が
勢
い
を
つ
け
て
お
り
、

日
本
は
厳
し
い
価
格
競
争
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
国
内
の
バ
ル
ブ
製
造
企
業

の
多
く
は
小
規
模
の
機
械
加

工
を
専
門
に
し
て
い
る
工
場

で
あ
る
。
高
い
技
術
力
を
持

ち
な
が
ら
、
海
外
に
は
進
出

せ
ず
、
国
内
に
重
点
を
置
く

企
業
も
多
い
。

　
業
界
全
体
と
し
て
、
日
本

の
高
い
技
術
力
を
生
か
し
な

が
ら
国
際
競
争
力
を
高
め
、

人
材
の
確
保
や
技
術
の
継
承

を
円
滑
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
バ
ル
ブ
産
業
の
認
知
度

を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
環
境
に
配
慮
し

た
経
営
方
針
を
推
進
す
る
動

き
も
あ
り
、
日
本
バ
ル
ブ
工

業
会
で
は
認
証
制
度
の
創
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

※
次
回
は
、

年
３
月

日

に
「
バ
ル
ブ
の
日
」
特
集
を

予
定
し
て
い
ま
す
。


